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今
年
度
、
学
区
空
き
家
対

策
委
員
会
が
助
成
を
受
け
た

一
般
財
団
法
人
「
ハ
ウ
ジ
ン

グ
ア
ン
ド
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
財

団
」
」
が
行
う
「
第
１
回
住

ま
い
活
動
助
成
事
業
研
究
交

流
会
」
が
７
月
19
日
、
東
京

都
千
代
田
区
神
田
駿
河
台
４

御
茶
ノ
水
ソ
ラ
シ
テ
ィ
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
、
濱
崎
博
・
学
区
空
き

家
対
策
委
事
務
局
長
、
野
々

口
義
信
・
学
区
自
治
連
会
長

が
上
京
、
出
席
し
た
。

同
財
団
は
、
１
９
９
２
年

の
財
団
設
立
以
来
、
豊
か
な

住
環
境
の
創
造
に
貢
献
す
る

こ
と
を
目
的
に
市
民
団
体
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
に
対
し
延

べ
３
７
８
件
の
助
成
を
し
て

い
る
。
昨
年
「
住
ま
い
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
助
成
事

業
」
の
な
か
に
新
た
に
「
住

ま
い
活
動
助
成
部
門
」
を
新

設
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
社
会
を
背
景
に
し
た
多
様

な
住
宅
問
題
に
取
り
組
む
活

動
に
も
助
成
を
行
う
こ
と
に

な
り
、
30
年
度
に
日
吉
台
学

区
空
き
家
対
策
委
が
「
空
き

家
を
資
産
と
し
て
活
用
す
る

団
塊
世
代
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
活
動
」
を
テ
ー
マ
に
応
募
、

取
り
組
み
が
認
め
ら
れ
助
成

を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
１
回
住
ま
い
活
動
助
成

事
業
研
究
交
流
会
に
は
、
29

年
度
で
助
成
を
受
け
た
５
団

体
の
活
動
成
果
報
告
、
30
年

度
で
助
成
を
受
け
て
い
る
日

吉
台
学
区
や
「
現
代
版
の
木

賃
文
化
、
木
賃
ア
パ
ー
ト
の

活
用
」
を
掲
げ
る
東
京
都
豊

島
区
の
か
み
い
け
木
賃
文
化

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
「
路
地
裏

空
間
・
空
き
家
活
用
に
よ
る

交
流
人
口
増
加
、
地
域
の
賑

わ
い
創
出
」
を
行
う
福
岡
県

北
九
州
市
の
門
司
路
地
組
合

な
ど
９
件
の
活
動
報
告
が
行

わ
れ
、
会
場
に
詰
め
か
け
た

学
会
、
行
政
、
ま
ち
づ
く
り

関
係
者
ら
約
１
５
０
人
ら
と

意
見
交
換
し
た
。

日
吉
台
学
区
の
発
表
に
は
、

濱
崎
事
務
局
長
が
、
日
吉
台

学
区
の
沿
革
や
ま
ち
づ
く
り

と
関
連
さ
せ
た
学
区
の
空
き

家
対
策
の
取
り
組
み
を
報
告
。

行
政
に
頼
ら
な
い
自
律
の
ま

ち
づ
く
り
を
訴
え
、
会
場
の

関
心
を
呼
ん
で
い
た
。

し
た
「
日
吉
台
ま
ち
づ
く
り

ビ
ジ
ョ
ン

２
０
２
６
」
を

策
定
。
「
安
心
・
安
全
な
町
」

「
み
ん
な
が
集
ま
る
町
」

「
健
康
な
生
活
と
健
全
な
成

長
を
見
守
る
町
」
「
助
け
合

い
の
町
」
「
楽
し
い
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
」
－
の
５
つ
の
基
本

方
針
に
基
づ
き
、
学
区
の
団

体
、
住
民
の
協
力
を
得
て
ま

ち
づ
く
り
活
動
を
展
開
し
て

い
る
。

日
吉
台
は
、
少
子
高
齢
化

が
進
行
、
今
後
空
き
家
の
さ

ら
な
る
増
加
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
。
あ
こ
が
れ
の
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
だ
っ
た
日
吉
台
が
こ

の
先
も
「
ず
っ
と
・
も
っ
と

住
み
続
け
た
い
ま
ち
」
と
な

る
よ
う
５
つ
の
基
本
方
針
の

具
現
化
が
必
要
と
な
っ
て
き

て
お
り
、
住
民
み
ん
な
の
意

見
を
聞
く
場
と
し
て
開
催
し

た
。ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
学

区
の
空
き
家
対
策
の
調
査
、

研
究
で
助
言
を
得
た
都
市
環

境
研
究
所
三
重
事
務
所
の
協

力
を
受
け
行
わ
れ
た
。
会
場

の
市
民
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

フ
ロ
ア
に
巨
大
な
日
吉
台
学

区
航
空
写
真
が
置
か
れ
参
加

者
ら
は
、
３
班
に
分
か
れ
、

「
日
吉
台
・
も
の
が
た
り
づ

く
り
」
ー
を
テ
ー
マ
に
、
子

ど
も
の
こ
ろ
の
想
い
出
、
今

感
じ
て
い
る
こ
と
、
将
来
こ

う
な
っ
て
欲
し
い
こ
と
な
ど
、

航
空
写
真
の
日
吉
台
を
ウ
オ
ッ

チ
ン
グ
し
な
が
ら
話
し
あ
っ

た
。

ず
っ
と
住
み
続
け
た
い
日

吉
台
を
め
ざ
し
学
区
空
き
家

対
策
委
員
会
は
7
月
22
日
、

日
吉
台
市
民
セ
ン
タ
ー
で
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
ず
っ
と
・

も
っ
と
」
懇
談
会
を
開
催
、

同
対
策
委
員
、
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
員
ら
住
民
約
20
人
が

参
加
し
た
。

学
区
で
は
、
空
き
家
対
策

が
は
じ
ま
っ
た
２
０
１
６
年

に
10
年
後
の
日
吉
台
を
展
望

学
区
空
き
家
対
策
委
員
会

主
催
の
豊
か
な
住
ま
い
づ
く

り
に
向
け
て
の
第
１
回
勉
強

会
が
７
月
３
日
、
日
吉
台
市

民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
約

30
人
が
参
加
し
た
。

こ
の
勉
強
会
は
、
一
般
財

団
法
人
「
ハ
ウ
ジ
ン
グ
ア
ン

ド
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
財
団
」
か

ら
受
け
た
助
成
金
を
受
け
、

計
画
さ
れ
た
事
業
で
、
「
今

の
家
を
よ
り
住
み
や
す
く
、

か
つ
資
産
価
値
を
上
げ
よ
う
」

が
テ
ー
マ
。
講
師
は
、
４
丁

目
西
在
住
で
１
級
建
築
施
工

管
理
技
士
の
粟
津
広
之
さ
ん

と
株
式
会
社
、
工
藤
住
環
境

設
計
室
の
１
級
建
築
士
、
工

藤
晃
久
さ
ん
。
粟
津
さ
ん
か

ら
は
リ
フ
ォ
ー
ム
の
実
際
と

注
意
点
、
工
藤
さ
ん
か
ら
は

特
に
住
居
に
お
け
る
「
熱
」

の
影
響
に
つ
い
て
講
演
、
講

演
後
の
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ

で
は
多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら

れ
、
住
ま
い
へ
の
関
心
の
高

さ
を
示
し
て
い
た
。

第
１
回
住
ま
い
活
動
助
成
事
業
研
究
交
流
会

日
吉
台
の
事
業
、
参
加
者
ら
の
関
心
呼
ぶ

東京・御茶ノ水

ずっと住み続けたいまちめざし
市民センターでワークショップ開催

リフォームの注意点など勉強会

日吉台の空き家対策を発表する濱崎さん

ワ ー ク シ ョ ッ プ で 、 発 表 す る 参 加 者 た ち

住まいへの関心が高く熱心に耳を傾ける

勉強会の参加者
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日
吉
台
小
学
校
（
熊
川
芳

彦
校
長
）
で
７
月
４
日
、
不

審
者
対
応
と
避
難
訓
練
を
兼

ね
た
防
犯
教
室
が
開
か
れ
た
。

全
校
児
童
１
２
３
人
と
教

職
員
16
人
が
参
加
、
大
津

市
こ
ど
も
安
全
リ
ー
ダ
ー
連

絡
協
議
会
、
日
吉
台
学
区
自

主
防
犯
推
進
会
、
大
津
警
察

署
生
活
安
全
課
、
坂
本
交
番

の
協
力
の
も
と
、
不
審
者
が

北
校
舎
体
育
館
側
出
入
口
か

ら
侵
入
し
、
西
階
段
を
上
が

ろ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
想

定
。体

育
館
で
授
業
中
の
教
諭

が
不
審
者
に
気
づ
き
、
訓
練

開
始
。
イ
ン
タ
フ
ォ
ン
で
職

員
室
へ
連
絡
す
る
と
、
熊
川

校
長
が
警
察
へ
の
通
報
と
校

内
放
送
を
指
示
、
先
生
た
ち

が
協
力
し
て
教
室
内
に
犯
人

が
侵
入
し
な
い
よ
う
校
舎
や

廊
下
扉
を
施
錠
し
、
犯
人
を

遮
断
す
る
一
方
、
別
の
職
員

が
サ
ス
マ
タ
で
侵
入
者
と
対

峙
す
る
間
に
、
駆
け
つ
け
た

警
察
官
が
身
柄
を
確
保
し
た
。

訓
練
後
、
体
育
館
に
避
難

し
た
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に

寸
劇
に
よ
る
防
犯
教
室
を
開

催
。
不
審
者
と
出
会
っ
た
時

の
対
処
の
仕
方
と
実
技
に
よ

る
身
の
守
り
方
を
指
導
。

「
誘
拐
に
合
わ
な
い
た
め
の

５
つ
の
約
束
」
を
全
員
で
唱

和
し
て
訓
練
を
終
え
た
。

自
治
会
活
動
の
負
担
軽
減

策
を
検
討
し
て
い
る
市
自
治

協
働
課
は
、
軽
減
策
の
一
つ

と
し
て
、
行
政
側
が
市
民
に

配
布
す
る
組
回
覧
資
料
配
布

と
ポ
ス
タ
ー
掲
示
の
見
直
し

を
決
め
、
７
月
開
い
た
市
自

治
連
合
会
定
例
会
で
、
検
討

案
を
示
し
、
市
民
の
意
見
取

り
ま
と
め
を
自
治
連
側
に
依

頼
し
た
。

大
津
市
の
自
治
会
加
入
率

は
、
年
々
低
下
、
そ
の
要
因

の
一
つ
に
「
役
の
負
担
」
が

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
自
治
会

活
動
の
負
担
軽
減
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
昨
年
秋
か
ら
今

年
春
に
か
け
実
施
し
た
自
治

会
長
を
対
象
に
し
た
市
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
、
負
担
の
重
い

も
の
を
尋
ね
ね
た
と
こ
ろ
、

６
割
の
会
長
が
「
市
主
催
の

イ
ベ
ン
ト
や
会
議
へ
の
協
力
、

動
員
」
を
挙
げ
ト
ッ
プ
。
組

回
覧
の
配
布
や
ポ
ス
タ
ー
掲

示
依
頼
も
か
な
り
の
割
合
で

負
担
が
重
い
と
答
え
る
会
長

が
多
か
っ
た
。

組
回
覧
や
ポ
ス
タ
ー
掲
示

依
頼
は
、
負
担
は
重
い
が
、

７
割
の
人
が
「
内
容
に
よ
っ

て
は
必
要
」
と
答
え
て
お
り
、

市
で
は
組
回
覧
、
ポ
ス
タ
ー

掲
示
の
内
容
を
精
査
す
る
こ

と
で
負
担
を
抑
え
る
こ
と
に

し
た
。

内
容
に
つ
い
て
調
べ
た
と

こ
ろ
、
「
ご
み
収
集
」
「
防

災
」
「
福
祉
」
の
分
野
で
必

要
と
の
比
率
が
高
く
市
の
原

案
と
し
て
、
①
依
頼
す
る
組

回
覧
、
ポ
ス
タ
ー
掲
示
に
つ

い
て
は
「
ご
み
収
集
」
「
防

災
」
「
福
祉
」
を
基
本
と
す

る
。
②
こ
の
分
野
以
外
で
市

民
生
活
に
影
響
が
あ
る
案
件

に
つ
い
て
は
、
配
布
対
象
と

す
る
、
と
し
た
。

市
民
に
意
見
求
め
る
た
め

市
は
、
市
は
過
去
３
年
間
で

依
頼
し
た
回
覧
文
書
、
ポ
ス

タ
ー
掲
示
一
覧
表
を
市
自
治

連
を
通
じ
各
学
区
に
配
布
し

た
。
市
は
市
民
の
意
見
を
聞

い
た
う
え
、
８
月
開
催
の
市

自
治
連
合
会
で
あ
ら
た
め
て

負
担
軽
減
案
を
報
告
す
る
こ

と
に
し
て
い
る
。

こ
の
問
い
か
け
に
学
区
自

治
連
合
会
は
、
７
月
の
定
例

会
で
扱
い
を
協
議
。
日
吉
台

学
区
と
し
て
配
布
を
担
当
す

る
各
丁
役
員
や
組
長
ら
の
負

担
軽
減
を
図
る
必
要
性
を
訴

え
る
と
と
も
に
、
市
民
へ
流

す
情
報
の
重
要
性
も
強
調
す

る
意
見
を
述
べ
る
こ
と
に
し

た
。

住
宅
内
に
巨
大
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣

日
吉
台
３
丁
目
の
住
宅
で
、
直
径

40
㌢
を
超
え
る
巨

大
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
が
見
つ
か
っ
た
＝
写
真
。

ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
が
あ
っ
た
の
は
、
日
吉
台
３
丁
目
の

民
家
の
屋
根
裏
。
住
民
が
屋
根
裏
に
イ
タ
チ
ら
し
い
小
動

物
が
住
み
着
い
て
い
る
の
に
気
づ
き
、
自
主
防
犯
推
進
会

の
山
下
英
子
会
長
に
相
談
、
副
会
長
の
岸
本
善
春
さ
ん
が

イ
タ
チ
退
治
に
屋
根
裏
に
入
り
、
巨
大
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣

を
み
つ
け
、
処
理
し
た
。

日
吉
台
学
区
の
琵
琶
湖
市

民
清
掃
が
７
月
15
日
、
学
区

全
域
で
行
わ
れ
た
。
大
津
市

の
琵
琶
湖
を
美
し
く
す
る
運

動
実
践
本
部
主
催
の
琵
琶
湖

岸
一
斉
市
民
清
掃
作
業
で
、

当
初
７
月
８
日
に
予
定
さ
れ

た
が
、
西
日
本
豪
雨
の
影
響

で
１
週
間
延
期
さ
れ
た
。

こ
の
日
の
一
斉
清
掃
は
、

朝
か
ら
夏
空
が
広
が
り
、
市

の
実
践
本
部
か
ら
熱
中
症
対

策
の
注
意
情
報
が
よ
せ
ら
れ

た
。
日
吉
台
学
区
の
清
掃
に

は
昨
年
に
比
べ
約
１
０
０
人

強
多
い
８
７
０
人
が
参
加
。

カ
ン
カ
ン
照
り
の
な
か
、
参

加
者
ら
は
、
草
刈
ガ
マ
や
竹

ぼ
う
き
、
熊
手
な
ど
思
い
思

い
の
清
掃
用
具
を
手
に
地
区

の
道
路
や
斜
面
、
側
溝
な
ど

の
清
掃
作
業
に
汗
を
流
し
た
。

平
成
30
年
度
第
34
回
学
区
民
大
運
動
会
の
事
前
事
務
局

会
議
が
6
月
30
日
開
催
、
今
年
度
の
開
催
日
程
、
競
技
プ

ロ
グ
ラ
ム
な
ど
に

つ
い
て
協
議
し
た
。

開
催
日
は
10
月

7
日
の
日
曜
日
、

日
吉
台
小
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
。
雨
天
の
場
合
は
翌
８
日
に
順
延
す
る
。

競
技
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
参
考
に
学
区
自
治
連
定
例
会
を
通
じ
、
住
民
の
意
思
を

集
約
、
最
終
決
定
す
る
。
ま
た
、
運
動
会
開
催
の
資
金
と

柱
と
な
る
協
賛

金
に
つ
い
て
は
、

例
年
並
み
の
16

万
円
を
予
定
、

住
宅
内
や
周
辺

の
店
舗
、
企
業
な
ど
に
協
力
を
求
め
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

今
年
の
運
動
会
は
、
10
月
7
日
開
催

不
審
者
対
応
防
犯
訓
練

先
生
ら
が
サ
ス
マ
タ
な
ど
を
使
い
防
御

日吉台小

組
み
回
覧
配
布
見
直
し
た
い

市
・
各
学
区
に
意
見
を
聴
く

琵琶湖市民清掃実施
参加者大幅に増加

８月号の漫画、ひよちゃんは、

休載しました。

お知らせ

サスマタで不審者を確保しようとする日吉台小の先生ら

琵琶湖市民清掃で汗を流す住民たち


